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 用いて,このモデルの検証がいくつかなされており,有性生殖で生,密、域を拡大しつつ,無性生殖で増殖

 して局所的に適1,さしていることが示唆された。

 青森県浅虫周辺の岩礁帯に生息するヨロイイソギンチャクの1種A11`110ρ1eαrasp.は,親の胃腔内で幼稚

 体を保育すること(Atoda!954,Hamada1999),3つの色彩型(BW,WW,BO)に区別でき,同じ色彩

 型で集団を形成し異なる色彩型問では攻撃行動を示すことが知られているIHamada工999)。しかし,イ

 ソギンチャク類では主な無性生殖様式である分裂も有性生殖の放卵放精もこの種では確認されていない。

 切、上のことから,このイソギンチャクは有性生殖を行なわず,無性的に幼稚体を生産していると考えら

 れている。

 この研究では,まずA∫1flloρ1e雌isp.の生殖周期と幼稚体の発生を調べ(第2章),生殖様式がこの種の

 分布に影響していることを明らかにした(第3章)。引き続き,異なる2つの岩礁帯でイソギンチャクの

 相互入れ替え実験を行なうことによって「有性生殖を行なわず分散ポテンシャルの低い散布体のみを生

 産するこのイソギンチャクは,局所的適応をする」という仮説の検証を行なった(第4章)。

 第2章為η酌。β'e醐aSR、の生殖と胃腔内保育

 イソギンチャク類は多様な生殖様式を示す。Atoda(1954)は,Aηflloρ1eθrasp.が胃腔内で幼稚体を保育す

 ることを確認しているが,その詳細は不明であった。また,このイソギンチャクでは,イソギンチャク

 類で一般的な無性生殖法である縦分裂や出芽が観察されていないことから,幼稚体生産が無性的に行な

 われていることが示唆されていた。これらのことをふまえ,Aηrlloρ1e膿1sp.の生殖周期と幼稚体の発生に

 ついて調査した。毎月の解剖学的観察と組織学的な解析では,生殖巣の発達は全く確認されなかった。

 一一方,幼稚体の生産は一一年を通して行なわれ,多くの幼稚体は触手が12本になる段階まで親の胃腔内で

 保育された後体外へ出ることがわかった。、さらに,体外へ出た幼稚体の行動を野外で観察したところ,

 幼稚体は非浮遊性であり,親のすぐそばに定着するか波にさらわれてしまうことが示された。以上の観

 察から,幼稚体は無性的に作られ,その分散は狭域に制限されていると考えられる、,

 第3章陸奥湾における,4η鹸oρ'θ醐a磯,の分布

 多くの底生生物にとって,散布体の分散は生態的進化的に重要な役割を担っている。生活史中にプラ

 ンクトン期を有することは,より広い分散を行なうことができるという利益をもたらす、1しかし,

 為∫肋oρ1e[∫π椙p.の散布体はプランクトン期を持たないため,分布が限定されていると考えられる、,生殖様

 式が分布に影響しているかを検討するために,陸奥湾における湾ηflloρ1e膿!sp.の分布調査をノ(小2つ0)空

 間的スケールで行なった。広域分布調査では,鴻η'110ρ1eロrasp.はパッチ状に不連続な分布を示し,分布パ

 ターンは陸奥湾の海流の影響を受けていると考えられた。一方,狭域分布調査でも鴻1?`hoρ1θμ1τ?sp.のパッ

 チ状分布がみられ,幼稚体の分散はごく狭い範囲に限られることが裏付けられた。またいずれのスケー

 ルにおいても,パ∫1f1了oρ1eαπ1sp.は同色彩型で集団を形成し,分布している地域では他のイソギンチャクよ

 り高密度で生息していることが示された。このような分布は,鴻η`110ρ1e雌菖p.の生殖の特徴で維持されて

 いると考えられる。以上のことから,A∫1flloρ1eμmsp.は適した場所に…旦加入して集団を形成すると,そ

 の場所を他種イソギンチャクよりも長期間優占し続けると予想される。

 第4章Aη爵oρ'e螂asp.の局所的適応

 Williams(1975)が示した』Stmwberry-coralmoder「は,広範囲に分散口∫能な散布体を有性的に生産し,か

 つ局所的には無性増殖する生物に適用されており,これらの特徴を持つ生物は現在の生息場所に局所的

 に適応していることが示されている,,Aηflloρ1α'rasp.は,幼稚体を無性的に生産し,有性生殖の徴候は全
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 くみとめられなかった。また,陸奥湾ではこのイソギンチャクは岩礁帯に生,自、し,パッチ状に分布して

 いる。このような特徴を持つA所hoρ1eロrasp.は局所的適応を示すという仮説を検証するために,

 Aηf加ρ1eロmsp.の相互入れ替え実験を2つの岩礁間で行なった。3つの色彩型(BW,WW,BO)全ての個

 体を実験に使用し,“1}1tact",“Locar'および“lntroduced「'の処理をした。“lntact"は元来生,自、していた個体

 を移植せずにそのままにし,“Locar'は同じ岩礁帯から個体を移植し,``Introduced'『は異なる岩礁帯から個

 体を移植する処理である。月毎の調査を2年間行なったところ,3色彩型すべてにおいて実験個体の生存

 率と,実験終了時の繁殖個体比率および保有幼稚体数は』`LocaF'とし`lntacf'が“lntroduced"よりも有意に高

 い値を示した。さらに,実験個体から放出されたと考えられる幼稚体の生存率も』二Local"とら`hltact"が

 」一Introduced^'よりも有意に高かった。以上の結果から,無性生殖のみで増殖する鴻η'hoρ1eu∫召sp.は進化的に

 消滅してしまう危険性を持ちながらも,局所的に強く適応し,彼らに適した生息場所で優占していると

 考えられる。

 第5章総合討論

 Aη`加ρ1eθrasp.は,無性的な幼稚体の生産で集団を維持していることが明らかになった。また移植実験

 から,集団はそれぞれの生息場所に非常に強く適応していることが示された。

 融1例aηe〃a1∫ηeafa(タテジマイソギンチャク)では,単一の性や単一クローンで形成された集団が■」時

 的に繁栄することはあるものの,結局は滅んでしまうことが報告されている。一方,イソギンチャクで

 は有性生殖は無性増殖よりもコストが高いこと,有性生殖で生産される散布体(浮遊幼生)は死亡率が

 高く,他所への加入はきわめて稀であることが知られている。また,本研究ではAηflloρ1eu凋sp.はパッチ

 状に分布し,その場所で優占していることが示された。以上のことから,撹乱によって絶滅する危険性

 が高いにも関わらず,Aηflloρ1eロrasp.が無性生殖で集団を維持し続けることの利益は,このイソギンチャ

 クが限られた適切な生息場所で個体の適応度,子孫の生存率を共に高めることであると考えられる。

 今後の展望として,A∫1rhoρ1α」fasp.が生息していない場所は,このイソギンチャクが生息できない環境

 なのか,分散が欠如した場所なのか確かめる必要がある。さらに,長い寿命と世代のオーバーラップを

 示すイソギンチャクにおいては,局所的適応をより詳細に調べるにはさらに長期間の追跡調査が必要で

 ある。
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 論文審査の結果の要旨

 固着性生物は局所的に適応した遺伝子型を維持する無性生殖と,新しい生息場所へ適応可能な多様な

 遺伝子型を生産する有性生殖を併せ持つことによって,局所集団の絶滅を引き起こすような撹乱の起こ

 る環境下でも安定して生存できると考えられている(Strawberry-coralnlodel)。磯村尚子提出の論文は,
 高密度集団を形成する潮間帯のイソギンチャクの生殖様式と生態分布を解明し,生息地点問の相互移植

 実験によって局所的適応を検証し,個体群の維持機構を論じたものである。

 まず,陸奥湾に生息するパηrわoρ1eロrasp.には3つの色彩型があり,いずれも胃腔内で一年中無性的に幼
 稚体を生産して保育するという先行研究の結果を確認し,組織学的観察によって有性生殖が認められな

 いことを示すとともに,非浮遊性の幼稚体の分散範囲は限られ,親の近傍に多く定着することを明らか

 にした。さらに,陸奥湾内の岩礁潮間帯では,この種がパッチ状に分布すること,集団を形成して他種
 イソギンチャクよりも高頻度で生息していることを示した。これらのことから,この種は生息に適した

 場所に一.日、加入して集団を形成すると,その場所を他種よりも長期間占有し続けると予想した。無性生

 殖のみで増え,分散が限られる本種の局所的適応の検証のために,2地点間の相互入れ替え実験におけ

 る2年間の各月調査の結果,いずれの色彩型においても実験個体の生存率,実験終了時の繁殖個体比率
 および保有幼稚体数,さらに,実験個体から放出されたと考えられる幼稚体の生存率において,同じ地

 点内での移植個体が異なる地点問での移植個体よりも有意に高ことを示し,パ11flloρ1α'rasp.が局所的に適

 応していると考えた。

 Aηfノ了oρ1α澱sp.は有性生殖が見られず有性生殖による生息域の拡大が期待できないため,強力な撹乱に
 よって絶滅してしまう可能性があるものの,そのような撹乱がない限り,無性生殖による幼稚体の生産

 と体内保育によって,その生息場所において集団を安定に維持・成長させ続けることが可能である。こ

 のように,絶滅をもたらす強力な撹乱が起こらない限り,Aηf1了oρ1eロrasp.が無性生殖によつで集団を維持
 し続けることは,限られた適切な生息場所で個体の適応度,子孫の生存率を高めるという利益をもたら
 していることを明らかにした。

 これらの研究成果は,本人が自立して研究活動を行なうに必要な高度の研究能力と学識を有している

 ことを示している。したがって,磯村尚子提出の論文は,博士(理学)の学位論文として合格と認める。
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